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第４２号

大 宮 地

地区振興会

＜大宮地地区の人口＞

（令和２年５月末現在）

人口336人(前年同月比 4人減)

（内訳：男149人・女187人）

世帯数 150世帯

６５歳以上 165人

高齢化率 49.11％

（前年同月比 0.28％増）

令
和
２
年
度
大
宮
地
振
興
会
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
書
面
決
議
で
行
い
ま
し
た
。

議
案
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
第
１
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
に
つ
い
て

・
第
２
号
議
案

役
員
改
選
に
つ
い
て

・
第
３
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
計
画(
案)
及
び

収
支
予
算(

案)
に
つ
い
て

会
員

51
名
中
、
賛
成

44
名
・
反
対
０
名
で
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
過
半
数
の
承
認
を
得
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
４
日
（
木
）
【
神
掛
け
の
滝
】
に
今
回
、

浪

床

地

区

の

吉

武

力

雄

様

よ

り

紅

葉

の

苗

木

約

１

０

０

本

、

小

宮

地

地

区

平

の

渡

辺

則

子

様
よ
り
花
菖
蒲
約
１
０
０
本
の
寄
付
を
受
け
、

移
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

紅

葉

は

、

「

第

一

の

滝

」

周

辺

に

、

ま

た

花

菖

蒲

は

滝

の

上

流

に

あ

る

隠

し

田

跡

に

、

そ
れ
ぞ
れ
植
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
然
環
境
に
耐
え
大
き
く
育
っ
て
く
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
掛
け
の
滝
登
山
道
周
辺
に

『
紅
葉
・
花
菖
蒲
』
を
植
付
け

天
草
南
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

６
月
６
日
（
木
）
、
大
宮
地
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
天
草
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
う
ぐ
い
す
」
よ
り
木
下
様
、
浦
田
様
を
迎

え
、
振
興
会
役
員
・
区
長
・
民
生
委
員
に
よ
る
大

宮
地
地
区
の
健
や
か
な
高
齢
期
を
過
ご
す
た
め
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
か
ら
む
諸
問
題
等
を
受

講
し
、
地
区
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
希
望
に
よ
り

行
政
区
単
位
で
の
講
話
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

花菖蒲の植え付けを行った隠し田跡

紅葉の植え付け作業

熱心な受講の様子

大
宮
地
地
区
振
興
会
だ
よ
り

清

流

【
役
員
紹
介
】

※
任
期
２
年
（
Ｒ
２
・
Ｒ
３
）

《
敬
称
略
》

会

長
：
船
元
良
己

副
会
長
：
長
嶋
久
夫

野
﨑
正
純
（
新
）

監

事
：
本
多
一
溢

落
合
淑
英
（
新
）

【
区
長
さ
ん
の
紹
介
】

中
山
区
長

落
合
淑
英
（
新
）

中
浪
区
長

浪
床
修
二
（
新
）

中
央
区
長

濵
浦
洋
幸
（
新
）

大
宮
区
長

須
加
原
昭
博

釜

区
長

迫
田
一
義
（
新
）

【
新
役
員
さ
ん
の
紹
介
】

中
山
分
館
長

清
水
宏
文

上
釜
分
館
長

宮
崎
健
太

中
浪
分
館
長

中
村
大
策

民
生
委
員

谷
口
和
美

中
鶴
分
館
女
性
代
表

山
下
さ
つ
き

越
地
分
館
女
性
代
表

森

美
子

中
村
分
館
女
性
代
表

松
田
久
美
子

上
釜
分
館
女
性
代
表

益
田
信
子

下

分
館
女
性
代
表

中
村
ス
マ
子

下
釜
分
館
女
性
代
表

蓑
田
庸
子

交
通
安
全
協
会
支
部
代
表

浪
床
耕
三

地
区
消
防
団
代
表

谷
口
伸
吾

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員

鶴
田
英
雅

大
宮
地
子
ど
も
会
代
表

濱

政
文

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
代
表

園
田
紀
代
美

※
２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
振
興
会
総
会
を
書
面
決
議
に
て
実
施
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活
動
の
報
告

稚
ア
ユ
を
放
流
！

《
今
年
度
の
主
な
行
事
・
事
業
計
画
》

(
)

は
開
催
予
定
時
期

◆
公
民
館
部
会
活
動
交
流
班

☆
大
宮
地
地
区
球
技
大
会(

10
月
上
旬)

☆
新
和
地
区
駅
伝
大
会
参
加(

１
月

10
日)

☆
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

３
月)

☆
福
祉
講
座(

３
月)

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備(

随
時)

◆
公
民
館
部
会
生
活
環
境
班

☆
花
い
っ
ぱ
い
運
動(

６
月
・

11
月)

☆
ク
リ
ー
ン
作
戦(

７
月
５
日)

◆
産
業
振
興
部
会

☆
地
域
財
産
の
保
全
活
動

(

は
ま
ぼ
う
群
生
地
・
神
掛
け
の
滝)

☆
大
宮
地
八
幡
宮
大
祭
バ
ザ
ー
出
店(

10
月)

☆
楊
貴
妃
祭
り
バ
ザ
ー
出
店(

11
月)

☆
竹
灯
籠
オ
ブ
ジ
ェ
展
示(

12
月
中
旬)

☆
大
宮
地
川
シ
ロ
ウ
オ
祭
り(

２
月
中
旬)

■
市
及
び
新
和
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
関
係
行
事

☆
は
ま
ぼ
う
群
生
地
一
斉
清
掃(

７
月
３
日)

☆
は
ま
ぼ
う
観
察
会(

７
月

18
～

25
日)

☆
天
草
市
一
斉
避
難
訓
練(

９
月
６
日)

☆
し
ん
わ
楊
貴
妃
祭
り(

11
月

22
日)

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

た
め
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

４
月

18
日
（
土
）
振
興
会
で
は
、
川
の
自
然

環
境
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年
も

大
宮
地
地
区
活
動
組
織
と
共
同
で
大
宮
地
川
に

ア
ユ
の
稚
魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

「
く
ま
も
と
里
海
づ
く
り
協
会
」
か
ら
提
供

さ
れ
た
体
調
６
㎝
ほ
ど
の
稚
ア
ユ
約
１
，
７
０

０
尾
を
大
宮
地
子
ど
も
会
が
放
流
。

元
気
よ
く
泳
い
で
い
く
稚
ア
ユ
に
、
「
大
き

く
な
っ
て
ね
」
と
願
い
見
送
り
ま
し
た
。

秋
ご
ろ
に
は
、
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

６
月
６
日
（
土
）
、
生
活
環
境
班
で
は
大
宮

地
バ
ス
停
横
と
は
ま
ぼ
う
駐
車
場
花
壇
２
ヵ
所

に
花
植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
役
員
・
会
員

16
名
の
参
加
で
サ
ル

ビ
ア
・
日
日
草
・
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
・
ナ
ス
タ
ー

チ
ウ
ム
の
苗
、
約
４
０
０
本
を
植
替
え
ま
し
た
。

新
和
町
の
玄
関
口
で
も
あ
り
、
地
区
住
民
や

通
行

さ
れ

る

方

々

の
心

を

和

ま

せ
て

く

れ

る
で
し
ょ
う
。

寄
付
金
お
礼

大
宮
地
地
区
振
興
会
へ
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

園
田

達
彦

様

(

東
京
都
三
鷹
市)

◆
香
典
返
し

山
下
さ
つ
き

様
（
中
浪
区
）

ご
芳
志
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

放流の様子 元気に泳ぐ稚アユ

大宮地子ども会と保護者の皆さん
振興会役員との記念写真

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
た
め
マ
ス
ク

着
用
で
の
撮
影
で
す
！

大宮地バス停横

はまぼう駐車場


